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① 「３Ｒ・適正処理の推進」については、災害時含めそ
の方向性を堅持

② 2050年カーボンニュートラル（脱炭素の推進）
③ 資源循環の促進（サーキュラーエコノミーへの移行）
④ 地域循環共生圏（社会・地域課題の同時解決）

個別施策・事業で対応

①廃棄物の発生抑制の促進

②資源の循環利用の促進

脱炭素化の促進

災害時も含めた
安定的な処理体制の確保

③廃棄物処理の脱炭素化

【潮流・考慮すべき視点】 【施策の柱（案）】

３R
＋Renewableの促進

④廃棄物の適正処理の推進

⑤持続可能な廃棄物処理体制の構築

国
の
動
向

【プラスチック資源循環促進法】
⇒容器包装プラスチック以外のプラスチック使用
製品に対する資源化に向けた取組が求められる

豊
田
市
の
課
題

① ごみの排出状況
② 資源回収に対する市民利便性向上
③ ゼロカーボンシティに向けた廃棄物分野の対応強化
④ 持続可能な廃棄物の処理
⑤ 他部局/市民団体等との連携強化
⑥ 情報発信

【すべての基盤】
市民・事業者の理解と協力・参画

①学習機会・知識の提供・情報発信

②共働の推進

③環境行動を促す・仕組みづくり

① ② ③

④
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⑥
〇３つの「発想の転換」
① 「つながり・関係性の拡がり・深まり」重視
② 「あるものを生かす」発想
③ 「多様な主体が創り上げるまちづくり」へ

〇３つの「行動の変容」
① 見方を「変える」＜気付く＞
② 思考を「変える」＜考える＞
③ 行動を「変える」＜行動する＞

⑥

×

×
第
9
次
総
合
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画

【食品ロスの削減に関する法律】
⇒「食品ロス削減推進計画」の策定が必要

一般廃棄物処理基本計画内に位置付ける

【基本理念（案）】
（つながる）市民・事業者と行政の各主体がともに

（つくる）参加・協力しやすい仕組みと体制をつくり
（暮らし楽しむまち・とよた）未来につながる循環型のまちをめざす

国の動向や豊田市の課題等を踏まえ、一般廃棄物処理基本計画を検討するに当たっての【潮流・考慮すべき視点】を整理し、【基本理念
（案）】の内容と【施策の柱（案）】をまとめました。

＜審議・確認事項＞
１．【潮流・考慮すべき視点】としての不足している事項がないか。
２．【基本理念（案）】に対する意見（不足している視点、キーワード）
３．【施策の柱（案）】として不足する内容がないか。

一般廃棄物処理基本計画策定に向けた検討の方向性

【国の動向・豊田市の課題等】
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未来につながる循環型のまち

①廃棄物の発生抑制の促進

②資源の循環利用の促進

集団回収の促進

市民の利便性の高い回収拠点の検討

脱炭素化の促進

災害時も含めた
安定的な処理体制の確保

【すべての基盤】
市民・事業者の理解と

協力・参画

プラスチック使用製品の回収

③廃棄物処理の脱炭素化

安定かつ効率的なごみ処理体制の構築

災害廃棄物処理体制の強化

不法投棄・不適正処理への対応強化

①学習機会・知識の提供・情報発信

②共働の推進

③環境行動を促す・仕組みづくり

【潮流・考慮すべき視点】 【施策の柱（案）】

３R
＋Renewableの促進

更なる資源化方法の検討

④廃棄物の適正処理の推進

⑤持続可能な廃棄物処理体制の構築

分かりやすい情報の公開・発信

市民参加の機会創出

市民団体/事業者との連携体制構築

効率的・安定的な収集・運搬体制の構築

【基本施策（案）】

家庭系ごみの発生抑制

事業系ごみの発生抑制

廃棄物からのエネルギー回収・活用の推進

【事業（主な案）】

不適正排出防止への対策強化

＜環境省＞
循環型社会形成推進基本計画（R6.8)
廃掃法基本方針（R5.6）
廃棄物処理施設整備計画（R5.6）

使用済製品等の再使用の促進

資源の再生利用の促進

バイオマス化・再生材利用等の促進 紙おむつの再生利用の検討

指定袋の再生材等使用の検討

焼却施設での高効率発電＋利活用

リチウムイオン電池分別の啓発強化

DX検討含むパトロール・監視体制の構築

施設を安定稼働させるための維持管理

＜豊田市＞
豊田市第９次総合計画
豊田市環境基本計画

費用負担の在り方の検討

リユース事業の推進

食品ロス削減対策の推進

DX検討含む効率的な運搬体制の構築検討

次期施設整備に向けた検討

施設整備・処理費用負担の検討

個別事業に応じて
他部署/市民団体/事業者等とのネットワーク形成・方法等検討

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画体系
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【基本理念】
（つながる）市民・事業者と行政の各主体がともに

（つくる）参加・協力しやすい仕組みと体制をつくり
（暮らし楽しむまち・とよた）未来につながる循環型のまちをめざす



今後の予定
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第３回循環型社会部会（１月中旬頃）
予定議題
・一般廃棄物処理基本計画について
（ごみ量の推計、目標値、施策、事業等）

第４回循環型社会部会（２月）
予定議題
・一般廃棄物処理基本計画（素案）について

※３月１４日（金）環境審議会本会議


